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協議会名：吉野川市地域公共交通活性化協議会

評価対象事業名：地域公共交通調査事業（計画策定事業）

①事業の結果概要 ③計画策定等に向けた方針

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（計画策定等に係る事業）

②事業実施の適切性

【事業内容】
・地域概況及び公共交通の現況整理（上位・関連計画の整
理を含む）
・公共交通の現況調査・分析、意向調査、課題抽出、対応
策検討
・協議会の開催

【結果概要】
・基礎的データの整理、現況調査などにより、地域の公共交
通の状況を整理した。
・地域住民へのアンケートにより、住民の地域別、年齢別の
移動需要等を把握することができた。
・公共交通事業者へのヒアリングにより、
・今後、素案を作成し、協議会で諮るとともに、パブリックコメ
ントの手続きを進める。その後、パブリックコメントの結果等
を素案に反映させ、協議会での議決を経て地域公共交通計
画を策定し、公表する。

A 計画どおり事業は適切に進行している。

１．実施した各調査を基に、本市地域公共交通が抱える課題を抽出
し、以下の４項目として整理
　①　いかに高齢者等の移動手段を確保するか
　②　いかに公共交通の利用を促進するか
　③　いかに交通不便地域を解消し、地域の実情に応じた
　　　交通体系を構築するか
　④　いかに地域や施設、まちづくりとの連携を進めるか

２．抽出した４項目を基に、本市地域公共交通計画の基本方針及び
各方針ごとの目標を設定
　基本方針１　誰もが自由に移動できる環境の確保
　　目標①　地域公共交通の運行維持・改善
　　目標②　地域公共交通の利便性向上
　　目標③　交通不便地域の市民に対する適切な支援
　基本方針２　まちづくりと連携した公共交通ネットワークの構築
　　目標①　他分野と連携した利便性向上・利用促進策の検討
　　目標②　コンパクトプラスネットワークを実現する交通ネットワーク
　　　　　　　の構築
　基本方針３　持続可能な公共交通の実現
　　目標①　公共交通を利用する意識の醸成
　　目標②　事業者と連携した取組・支援策の実施
　　目標③　人手不足に対応する交通DXの推進
　　目標④　地球環境に配慮した交通GXの推進
　（※③・④については近年の社会情勢を考慮のうえ、設定）


